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第一回 
 この新連載について、説明しておく。 

ここで行うのは、私（団士郎）の漫画作品「木

陰の物語」にまつわる対話である。 

 ２００話を超えている「木陰の物語」は一般

読者を対象に長期連載してきたものだ。現在

も、「月刊学校教育相談」誌、「月刊福祉」誌、

季刊「かぞくのじかん」誌に連載中である。 

 そのマンガを、あえて読者対象層を狭め、も

っと意図的に解説的対話をしてみるのが本企

画である。 

 そもそもは 2017年の夏、ナラティヴセラピー

の翻訳や著作の多くある小森康永氏（愛知県

がんセンター医師）からの声かけから始まって

いる。 

「グラフィック メディスン（ＧＭ）というものが

あって、欧米では 10年ほどの経過実績があ

る。学会も開かれていて、そこでは時には医

療関係者自身が漫画を描いて、医学教育に

貢献している。団さんの描いているものと共通

するものがあるのではないか」という説明だっ

た。 

ＧＭがどんなものなのか今ひとつ分からな

かったが、マンガの可能性の話としてはよく理

解できた。そしてＧＭの作品として翻訳出版さ

れていた「スティッチ」、「母のがん」を読んだ。 

 とても深い中身の読み応えある作品だった。

一般のコミックスのように、多くの読者、大きな

マーケットを期待して創作されているものでは

ない。当然出版社もマイナーだった。 

 なにかを本当に届けよう！と思う時、誰にも

わかりやすくするというのは得策ではない。む

しろ、確実に届く少人数向けのコンテンツを固

めることだ。そしてそれが確かなものに出来

上がっていたら、いずれは多くの人にも届くだ

ろうと期待して辛抱することだ。 

 私の作品の中から岡田さんが選んで、それ

について対話すれば、読者を絞った、家族心

理臨床版ＧＭのような作品が創れるかもしれ

ないと思った。 

そして、昨秋から準備に入り、12月に広島

で岡田さんと会って話し、２０１８年春、制作の

ための対話を、ＬＩＮＥを使って繰り返した。 

この連載が続いたら、何か新しいものに出

会えそうな気がしている。 

   2018/9/15 団士郎 
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岡田隆介 

 
団さんとは、これまでも研修会などで会うといろんなことを明け方までしゃべる

ようなことがよくありました。「木陰のおしゃべり」企画は、そうした経験がベース

にあると思います。言うまでもないけど７：３くらいで団さんがしゃべり、夜が更け

ると８：２くらいになるわけです。 

ですが今回は Line を使い文字でやりとりしたので、わたし、けっこう頑張って

ます。読者が作品を選んで作者にぶつける形になったので、当然といえば当然

ですが。 

 「木陰の物語」というこの時代を刻んで後世に残る作品に、ほんのわずかです

が接点を持てる幸運を大事にしたいと思います。ちょっとはしゃぎ過ぎた感じも

するので、もう少し作者の思いを引き出す方向に頑張るべきかな、でもインタビ

ュアにはなりたくないし、まあ宿の夜でいきましょう。 

実は、家族療法学会で団さんが小森さん（愛知県がんセンター）からリフレク

ティングチームみたいだと言われたと聞き、「即、いただき！」という気持ちにな

っています。 

 高齢者二人が宿で話し込んでいるような「木陰のおしゃべり」に加わっている

気分でご覧いただけたら幸いです。       

 

inc
テキストボックス
357



